
 

  

■ はじめに 

深刻化する地球温暖化を抑制するため、CO2をはじ

めとする温室効果ガスを効率良く分離回収する必要が

ある。そこで、CO2など酸性ガスのみを選択的に吸収

する特長を有するイオン液体が、ガス吸収液として提

案されている1)。イオン液体は、カチオンとアニオン

の組み合わせにより、密度や粘度などの物性が幅広く

変化するが、イオン液体単体では、物性の極細やかな

設計は難しい。一方、複数のイオン液体を混合するこ

とにより、密度や粘度、ガス溶解度などの諸物性を極

細やかに設計可能である2)。 

■ 研究内容 

 本研究では、Fig. 1 に示す 2 種類のイミダゾリウム

系 イ オ ン 液 体 [Bmim][TFSA]: 1-Butyl-3-methylim- 
idazolium bis(trifluoromethanesulfonyl)amide お よ び
[Bmim][PF6]: 1-Butyl-3-methylimidazolium hexafluoro- 
phosphate の各イオン液体を合成し、混合した。 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1 Chemical structures of the cation and anions. 
(1) 高圧 CO2溶解度測定 
 CO2 溶解度測定は、体積可変型溶解度測定装置 3)を

用い、既報 4)の方法で CO2 溶解度を測定した。Fig. 2
に、313.15 K におけるイオン液体の CO2溶解度 x1と圧

力 p の関係を示す。CO2溶解度は、圧力上昇に伴い増

加し、典型的な物理吸収の圧力依存性を示した。

[Bmim][TFSA]は、[Bmim][PF6]に比べ、高い CO2 溶解

度を示した。また、混合イオン液体の CO2 溶解度は、

[Bmim][TFSA]モル分率 x2 増加に伴い増加した。x2 が

0.50 で混合したイオン液体は、純イオン液体の平均値

を示さず、僅かに[Bmim][TFSA]に寄った値を示した。 
(2) 常圧密度および粘度測定 

x2が 0～1 の範囲で、Anton Paar 社製 DMA5000M 振

動管式密度計、SVM3000 回転式粘度計を用いて、

273.15～363.15 K において測定した。結果の一例とし

て、Fig. 3 に常圧密度の測定結果を示す。図中の実線

は二次多項式による相関線である。[Bmim][PF6]に

[Bmim][TFSA]を添加することで、混合イオン液体の密

度は増加した。 

Fig. 2 Solubilities of CO2 in imidazolium based ionic liquids at 
313.15 K. 
▲: x2 = 0.25, ◆: 0.50, ▼: 0.75 
[Bmim][PF6]; ●: This work, ○: Kampa et al.5) 
[Bmim][TFSA]; ■: Sugawara et al.6), □: Aki et al.7) 

Fig. 3 Temperature dependence of densities for imidazolium 
based ionic liquids solutions. 

△: x2 = 1.00, ▽: 0.90, ▽: 0.80, ◇: 0.75, △: 0.70, □: 0.60, 
○: 0.50,

 
▼: 0.40, ▼: 0.30, ◆: 0.25, ▲: 0.20, ■: 0.10, ●: 0.00 
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: Quadratic eq. 
= a0+a1T+a2T 2 
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